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論 　説

流通 VAN は都市内流通 シ ス テ ム の イ ン フ ラ

POS 、
　 EOS の 時代
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1， 伝統 的流 通機能 とそ の 変 革 を もた らす

　流通 VAN

　現在、各地 ・各業界 で稼働 して い る流通 VAN

の ほ とん ど は、流通企 業 （小売業 ・卸売業）や 製

造業 が EOS （Electronic　Ordering　System ： オ

ン ラ イ ン 受発注 シ ス テ ム ） シ ス テ ム を誰 で も （中

小企 業で も）、す ぐに構築 で き る （そ れ ほ ど の 投資

と人材 を必 要 とせ ず）ため に次 々 と設立 されて き

た とい っ て も過 言で は な い 。それほ ど に 、すべ て

の 流通 VAN は EOS の ため の データ ・
ス イ ッ チ

ン グの サービ ス を行 っ て い る （図 1 ）。

　 VAN （Value　Added　Network ：付加価値通信

網） とは、計算委託 サ
ー

ビ ス 業者 （VAN 会社）

に あ る コ ン ピ ュ
ータ の 特定の ソ フ トウ ェ ア に 、こ

れ を共同で 利用す る企 業の コ ン ピ ュ
ー

タ （また は 、

図 1　 VAN の 運 営形 態 （地域流通VAN の
一

例）
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端末） を電話回線 で接続 し、共同 で利用す るネ ッ

トワー
クシ ス テ ム の こ とで ある。

　流通 VAN は大別して、地域流通 VAN と業界

VAN とが あ る。

　（1＞ 地域流通 VAN

　地域 流通 VAN は 、特定の 地域 の 複数の 中小小

売業 とその 地域 の 複数 の 卸売業者が 、こ の シ ス テ

ム を共 同で利用 して、各企業が 容易に EOS の シ

ス テ ム を構築するため の もの で ある、

　（2） 業界 VAN

　 こ れに 対 して 、業 界VAN は特定 の 業 界の 企 業

が 、 1 つ の シ ス テ ム を共 同で 利用 して、特定 の 業

務 の デ
ー

タ をオ ン ラ イ ン で 交換す るため に作られ

た もの で ある。食品業界、 日用雑貨 、家庭雑貨、

医薬 品、家電、玩 具 、文 具等 の よ うな業 界単位 で

作 られ て い る 。業界単位 で 作 られ た と い うこ とは 、

当然、卸売 と製造業 との 問 の デ
ー

タ交換 シ ス テ ム

で あ り、当初は、製造業が 直接 小 売に納品 し、そ

れ を卸売に 請求す る 「直送 ・倉出情報」 の 交換か

ら始 ま り、その 後、受発注データの 交換 を行 っ て

い る もの が ほ とん ど で ある。

2． 流通 VAN の し くみ

流 通 VAN を使 っ た EOS の し くみ を見て み よ

う （図 2 ）。

流通 VAN は、　 VAN 会社 の データ通信 と コ ン
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図 2　 EOS と流通 VAN の 最 も基 本 的 な シ ス テ ム の L く み
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ピ ュ
ータシ ス テ ム が 中核 とな る。 こ の シ ス テム を

利用 す る 多 くの 小売店の 発注端末 と これか ら受注

デー タを受信 しよ うとす る複数 の 卸売業の コ ン ピ

ュ
ー

タが、電話 回線で接 続 され て い る （卸 売業 と

製造 業の 間 の EOS もあ る）。

　小 売店 で は毎 日、定 まっ た 時 間に 陳列棚 を巡回

して 、陳列量 が 減 っ て 補充発注が 必要 な商品に っ

い て 、棚 に貼 っ て あるその 商品の棚札 に印刷 して

ある バ ー
コ
ー ド （商品 コ

ー
ド） をバ ー

コ
ー

ド ・リ

ーダー
で入 力 し、発注すべ き商品 を

一
通 り入 力 し

た な らば、店内の 電話器 に つ い て い るデ
ー

タ を伝

送す る た め の 装置 で ある モ デム に 端末 を接 続 し、

電話 回線 を通 じて 発注端末 の デー
タ をVAN 会社

の コ ン ピ ュ
ー

タ に伝送す る。 こ れ で 発注作業 は完

了す る。そ の 間の 作業 は 20分 か ら30分 で あ る。従

来は発注 の 専門家が 2 〜 3 時間 もか か っ て い た も

の が 、商 品知識や シ ス テ ム に 素人の パ ー トで も正

確 に 、そ して 迅速に 発注が で きる よ うにな っ た
。

　流通 VAN の コ ン ピ ュ
ー

タは受信 し た小 売店の

発 注デ
ー

タ を 、 予め 登録 して ある小売店別 の 各商

品 の 発注先 マ ス ターに照合 して、各発注デ ータ を

取引先 御 売）毎に 振 り分 けて 卸売別の フ ァ イル

に 格納す る、こ の 際、各発 注デー
タは、商品 マ ス

タ
ー

（ある い は商品名 マ ス タ
ー

）に照 合され、商

品名や 価格 の 情報が付加され る 。

　卸売業者は毎 日、定ま っ た時間毎 に 流通 VAN

会社 の コ ン ピ ュ
ータか ら電話回線 を通 じて 自社の

コ ン ピ ュ
ータに 受注データを取 り込み受注処理 を

す る。

　消費者購入単位 に近 い 数個 ず つ の 発 注 ・納 品に

変 わ っ た 多頻 度 ・少 量 物流に 対応 で きるデ
ー

タ伝

達の し くみ で ある。

3． 流通構造 と物流機能 の 分担

　世 の 中に 、消 費財 は数千 万 の ア イテ ム が 存在す

る。 しか も、次 々 と新商品 が 登 場 し て い る 。 消費

者は 、こ れ だ け の 厖大 な商品数の 中か ら、手軽に

最寄 の 小売店か ら毎 日、必要 な もの を入 手 し て 生
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活 を して い る。これは、消費者が意 識す る と しな

い に か か わ らず、巧み に小売、卸売、製造業 の 分

業物流体制が 形成 され て い るか らで あ る。

　 流通全 体 の物 流情報 シ ス テ ム を理 解す る上 で 、

こ の 流通業 の 物流分 業構 造 を明 らか に して お こ

う。

　小売 店は消費者の 近傍、つ ま D、住宅街、市街

地、郊外 な ど消費者が、買物 を しや す い 場所 に店

をか まえ て商品 を陳列 して販 売して い る。

　食品 、雑貨で あれ ば、ス ーパ ー、 コ ン ビ ニ エ ン

ス な ど で 各種 の 商 品をとりまとめ て 数千か ら 1 万

5 千点 ぐらい の 商 品を取 り揃 えて い る。

　 こ れ らの 店は地域 の い くつ か の 業種 別の 卸 売か

ら、業種 別に 必要 な商品 を、必要 な時に 必要な量

を、同
一

の 業種 で あれ ば 、多くの 製造業 の 商品 を、

1 っ の 卸売か らまと め て 入 手す る こ とが で き る。

　卸売業 は特定 の 地域 を商圏 として、特定業界 （加

工 食品 、 菓子 、 酒 類、 日用 雑貨、家庭雑貨、化粧

品 、 医薬品等）の い くつ か の 製造業か ら商品 を仕

入 れて在庫 し、その 地域商圏 内の 小売 と取引関係

を結 び、受注 を受けて 商 品を小分け して 、多 くの

製造業 の 商 品に まとめ て小売店に納 品 して い る。

　 した が っ て、小売店は 1 つ の 業種 の 商品 に つ い

て は、数限 られ た卸売に発 注 すれば 、必 要な数千

社 の 製造業 の 商品を、必要 な時に必要 な量 をまと

め て 入手す る こ とが で きるこ とに なる。

　 1つ の 製造業 に とっ て は、 1 つ の 商品 ラ イン の

製造拠 点は全国に 1 つ な い しは 2 つ で あ り、全 国

に散 らば る小 売店か ら随 時注文 を受け て 、こ の 製

造拠点 か ら随 時発 送す るよ りも、全国に 散 らば る

卸売業 と契約す る こ と に よ っ て 、その 地に あ る程

度 の 在庫 を持 っ て もらい 、地域 に集散す る小売 に

販売活動 を行 っ て もらい 、注文 を もらうと こ の 在

庫拠点 か ら他 の 製造業の 商品 とあわ せ て 、近距 離、

多頻度、多店へ の 小 凵物流 を行 っ て もらうこ とが

物 流体制 の 構築上 、効率が い い の で ある。卸売業

の 機能は こ れ で ある。

　 つ ま O、流 通構造は こ の よ うに小売 、 卸売 、 製
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造業や 物流企業が 物流 ／商流上の 分担が なさ れ て

い るか ら、消費者は い つ で も、 近 くの 店で 必 要 な

もの を、必 要な時に 入 手で きる の で あ る 。

4． 小 ロ 多頻度物 流 を可能 と した EOS

　近 年、多品種 商品 の 出現な どを受 けて小 口 多頻

度物流 とい っ た 都市内交通渋滞の 原因 の 1 つ とも

な っ て い る非効 率 な行 き過 ぎ物流 は流通業全体 の

問題 として 、あ るい は都市 内交通 問題 と して ク ロ

ーズ ア ッ プ され て い る 。 か くして 、「適正 頻度の 物

流 」が 改め て 見 直され ようとして い る。

　 こ の 小 口 多頻 度物流 は、ある意味 では、個 店の

在庫 の 大幅 低減 の 効 果 を もた ら し、流通全体 の 在

庫低減 に は大 き く貢献 して きた。
一

方、多頻度の

分 だ け物流 コ ス トを押 し上 げ、こ れ を負担 する卸

売業 は採算が とれず、廃業 をせ ざるを得 な い と い

う卸 売業 もあ る ほ ど の 社会 的 問題 と もな っ て い

る。

　けれ ど もこ の 小 口 多頻度物流 を可能に した 技術

的要 因 と し て 「EOS の シ ス テ ム 」が 上 げ られ る 。

EOS の 発 注方 式に よ っ て 、小売業で は 、バ ッ ク

ヤ
ー

ド在 庫 を無 くし、各商品 の 在庫量 を陳列棚 の

陳列 量 と し、毎 日、売れ た ら売れ た分 だけ を補充

発注 し、即 日 また は翌 日 に は正確に納 品を して も

らい 、 1店 内在 庫量 を徹底的に下げ、不良在庫 を

削減する こ と、つ ま り、JIT （JUSTINTIME ）

シ ス テ ム を可能 に した。 こ れ は小売の 経営に と っ

て 大 きな ロ
ー

コ ス ト ・オ ペ レ
ー

シ ョ ン を実現 す る

手段 で あ っ た 。 また 、こ れ を可能に した の は EO

S と い う簡単 で 正確 で 、迅速で 誰 もが 作業 で きる

発注方式だ か らであ る。

　 こ の JIT に対応するため に、卸売の 物流 は必

然的 に小 凵 多頻 度納品に な らざる を得ない 。従 来、

電話や セ
ー

ル ス マ ン に よ る受注方式 をと っ て い た

時代 に は 、技術 的に も週 1 回また は 、月に 1 〜 2

度、ダ ン ボ ー
ル 単位 で 発注され、バ ッ クヤ

ー
ドに

納 品 して い た もの が 、毎 日、小売業の 陳列棚 で 売

れ た分 だ けが 注文 され、翌 日に納品 をす る の だ か

論説
一

流通VAN は 都市内流通 シ ス テ ム の イン フ ラ

ら、物流 は 次 第に 小 口 多頻 度化 され て い く。

　都市 内の 流通、物流 を支配 し、管理 し、改革を

迫 られ つ つ ある背景 に は 、 EOS の 普及 を支える

流通 VAN の 登場 とそ の 活用 に あ る。長 い 伝統の

あ るわが 国の 流通 構造、都 市構造 も、今や 高度 な

流通情報 シ ス テ ム の 普及 に よ っ て 、 そ の 根本的な

構造が 崩 れつ つ あ り、ます ます の 情報化 の 進展 を

に らみ つ つ 、都 市内物流、都市間物 流 さらに は流

通 市場形 成 の 在 り方 を見直 して い か ね ば な らな く

な っ て い る。

5． 主 た る 流通情 報 ネ ッ トワ
ー

ク の 動 向

　 コ ン ピ ュ
ー タシ ス テム をデ

ー
タ通信 で 結 び合

う、 い わ ゆ る 「流通 情報 ネ ッ トワ ー ク化 」ブーム

が続 い て い る。そ の ネ ッ トワー
ク化 も 「企業 と企

業 の 企 業間オ ン ラ イ ン 化」が ど し ど し実現 して い

る。その 動 きを支 え、促進 して い る のが POS シ

ス テ ム 、 EOS 、そして 「流通 VAN 」で あ る 。

　 こ うした 企 業間ネ ッ トワ ーク化 の 増加に と もな

っ て 、共 通商品 コ
ー ドJAN （Japanese　 Article

Number ）や 統一
伝票 の よ うな 「ビ ジ ネ ス

・プ ロ ト

コ ル 」の 標準化が
“

企業間
”

流通情報ネ ッ トワ
ー

ク化 の 基盤条件 と して 、その 意義が 再確認 され つ

つ ある 。
い わ ゆ る標準 EDI （Electronic　Data

Interchange）と い うキ ャ ッ チ フ レ
ーズ で の 国際、

国内の い ずれ にお い て もそ の 普及 の 要求 は急で あ

る 。

　 J手順 と い っ た標準プ ロ トコ ル （通信制御手順）

表 1　流 通 情 報 シ ス テ ム 化 と基盤 整 備
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E3 ．その 他 昏纐櫺準 モ

　 　 デ ル闘 馳　〔楓 耶 P

　　 os モ デ ル ，商店
　 　 街 カ ードシ λ テ ム

　 　 な D

碁盤 埜 備

B1 ．商品 コードの 撮準
　 　化
B2 ，伝 票 の 標 準 化

B3 ．値 札 ．ラ ペ ルの 標

　 　出 化
B4 ，ク レジ ッ トカ

ード
　 　の 縲 準化
B5 ．管理機 関のあ り方
　 　研 究 と股 立

D1 ．流通 」一ドセ ン タ

　 　 ーの 運 用 開 始

D2 、通信 関 連 ハード，
　　 ソ フ トの 標 單 化案

　　の｛”賦 と促 進

F 晝．商品 コードデ
ー

タ

　 　 ペ ース 管 理 シ ス テ

　　 ム の 運 用 とネ ツ ト
　 　 ワ ーク 化 〜

』
　 　 UICFS ｝

F2 、地 区指導 管理 弛 ン

　　タ ー充 爽

F3 ．教 胃
・
資 搭 制度の

　 　 充 婁

F4 、粟閑 アジ ア 情服化
　 　 轍 力
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も同 じ目的 で 開発 され、 PR され て きた 。 こ れ ら

の 流通 EDI づ くり、ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル の 標

準化 が 、 PR 、推進が 開始 されて か れこ れ 10年 、

1990年代 に入 っ て局面 は新展 開を示 し、流通情報

ネ ッ トワ ー
ク化 の 今 口的 ニ

ー ズ は次 の 段 階に 入 っ

た よ うだ （表 1）。 こ の J手順 も次 の 「H 手順 」利

用 時代 に 突入 し よ うと して い る 。 H 手順 とは 高速

通信 の ISDN 利用の た め の 標準プ ロ トコ ル で あ

る。

　流通 情報 ネ ッ トワ ー
ク化 とそ の た め の EDI の

実用化 の ニ
ーズ の 背景や 要因 を列挙して み よ う。

（1） 商品 メ
ー

カ
ー

（発 売元）や 卸 売業 な どが R ・

　 S ・S （Retai1　Support　Systern）と し て の PO

　 S 、 EOS 化支援 ……小売 業の み が POS 導

　入
・活用 ニ

ーズ が ある の で は な い （こ の R ・S ・

　 S ブ ー
ム は 昨今 の 情報化推進 の 面 で の 現 象の

一

　大特徴で あ る）

（2） 卸売業 な ど を中心 とした地域流通 VAN の 利

　 用や 自らの 事業化が ブ ーム ……地域 VAN の 自

　主的運営 に よる毛体忤の 確保 と情報化 コ ス トの

　 削減 が 目的

（3） 通産省や 地 方 自治 体 な ど の 地域 情報化 、あ る

　 い は ニ ュ
ー

メデ ィ ア事業の 導入施 策の 1 つ とし

　 て の 地 域 流通 VAN の 事業化 ブー
ム

（4） その 数が 減少 しつ つ あ る中小小売業 の 生 き残

　 り支援施策の 1 つ と して 「商店街活性化事業 」

　が あ るが 、共同 化 の テ
ー

マ と して 主 と して カ
ー

　 ド事業支援 と して の 流通情報 ネ ッ トワ
ー

ク化 と

　 流通 VAN の ニ
ーズ

（5） NTT や コ ン ピ ュ
ー

タ メーカ ー、　 VAN 業 者

　 などが こ れ か らの 分野 と見て流通情報 シ ス テ ム

　分 野 へ の 進 出、参入、事業拡大傾 向に拍車 （金

　融、官庁、製造業な どの 情報化の ニ
ー

ズの 頭 打

　 ち現 象） をか け て い る

（6） 金 融 自由化、競争激化 を背景 とした地方金融

　機関 を中心 とす る生 き残 りをか けた銀行 POS

　 の 導入、実験 の 活発化に よ っ て小 売店 POS 化

　促進

（7）　JICFS 　（∫AN 　Item 　Code　File　Service）、

　 RDS （流通 データサービ ス）事業 の 拡大、普

　 及の た め の 地域流通 情報 セ ン ター
の 設立、運用

　 ブ ー
ム

（8） 中央省庁、地 方 自治体 な ど の 行 政上 の ニ
ーズ

　や 政治的 ニ
ー ズ に よ る地 域 情報 セ ン タ

ー
の 設立

　競 争 （そ の 多くが 流通 VAN 事 業 を柱 として い

　 る）

6． 流通情報化の い ろ い ろ

　（1） POS シ ス テ ム

　売れ筋 ・死 に 筋商品の 把握、 レ ジ 回 り生産性 向

上、省力化 ・省脳 化が 主 目的の 小 売情報 シ ス テ ム

の ス ターで ある。

　導入企 業が JAN の 普及 と と もに 急速 に増加 し

て きて い る 。 平成 3年 3 月現 在で 約 9 万店舗以 ．E

で 導入活用 され て い る （表 2）。 それ以 降 も小売業

の POS 導入熱は さめ て い な v  

　 多品種少量時代 を背景 と して 消費者 の 動向の 早

期把 握な どの 他に、バ ーゲ ン 、タ イム セ
ー

ル 、エ

ン ド陳列等 の 販 売促 進へ の POS シ ス テ ム の 柔軟

な対 応 力 の 活用 が 普及 加速 の 要 因 と もな っ て い

る 。

　先進企業 で は、 POS デ
ー

タ分析 に よる広告宣

伝、バ ーゲ ン 、新製品投入 、集客力、客単価、消

費者反応等の 販 売促進効果 の 測定、販 売促進計画

へ の 反 映 等 の よ り戦略 的 （SIS …Strategic

表 2 　商 品 メ
ー

カ
ー

コ
ー

ド登録数 と POS シ ス テ ム 導入 店 ・

　 台数推移

JA 　N 襾 品

メ ーカ
ーコード

登録企察件致

JANPOS シ λ テ ム 導入 店 ・台数

導 入 店 舗 数
け

欽

一
台み

广

S
キ

O
ス

P

昭和54年
　 55年

　 56年

　 s7年
　 5s年

　 59年

　 60年

　 6i年

　 s2年

　 63年

平成 1 年

　 2年

　 3 年

　 27
　 53

　 86

　 2171

，74A5
，23111
，01619
、2502fi
，44032
．53738
，44944
．72350
，300

　 　 1

　 　 2

　 25

　 9堊

L．go92
、7254
．212719301L

，7H21
，34s42
．88070
、06Lloe
、OOO

　 　 3
　 17

　 154

　 406A

、74e7
，25512
，19629
，70640
、69163
，gs ］

119，！37183
，40725e
，000
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Information　System）な利用 へ 発展中で ある。

　
一

部先進企 業 で は POS の オ ン ライ ン 化 に よる

EOS との 連動 を果 た し、徹底 した JIT 、 自動

補 充発注 シ ス テム に と高度化 させ つ っ あ る 。

　（2） オ ン ライ ン 受発 注シ ス テ ム （EOS ）

　定番商品 の 補充発 注 を中心 と した オ ン ラ イ ン ネ

ッ トワ ー
クに よ る EOS の 導入 が 活発 で ある。 こ

こ数年、小 売業で は EOS が 先か POS 導入 が
．
先

か と騒 が れ たテーマ で ある。流通業で 「企業間」

の 情報化 が 最初 に 着手 され た 分野で ある 。 納品 時

間短縮 、発注業務 の 省力化、誤納の 減少 等が 主 目

的 で あ る。 EOS の 爆発的な普及 は 流通 VAN に

最通 の 業務 で あ る の で 流通 VAN 事業化 の ブー
ム

と も関連 し て い る 。

　 メ
ー

カ
ー

主導型 の メー
カ
ーVAN 、 メ

ー
カ
ー ・

卸売業共 同型 また は卸 売業主導型 の 業 界VAN 、

小 売業 主導
・
指定型情報サ

ー
ビ ス産業 VAN 、地

元 卸売業集 団型の 地域流通 VAN 等の い ろ い ろ な

VAN 事業形態で発展 中で あ る。

　
一部 の 先進企業 は EOS か ら納品 ・検 品、配送

など の 物流 情報シ ス テ ム と の 連携シ ス テ ム へ と開

論 説一
流通VAN は 都市内流通 シ ス テ ム の イ ン フ ラ

発展開に努め て い る。

　（3） 顧客管理 シ ス テ ム （カ ー ド型 POS シ ス テ

　　ム ）

　 ク レ ジ ッ トカー ド、 ID カ
ー ド等を用 い た売上

処理 型の POS シ ス テ ム か ら得 られ る副産物の 顧

客情報 POS デ
ー

タ活用 をは か る 「顧 客管埋 シ ス

テ ム 」の 導入が 盛ん で あ る。

　 「商 品型 POS シ ス テ ム 」の 導入 体験 を踏 ま え

て 、次の シ ス テ ム 化 と して の 「カー
ド型 POS シ

ス テ ム 」の 発展に レ ベ ル ア ッ プ する ケ
ー

ス や 、商

店街、 SC な ど で 共 同 事業の 1つ と して カー ド専

用 タ
ー

ミナ ル （CAT ）の 導 入に よる シ ス テ ム 化

の ケ ー
ス も多くみ られ る （図 3）。

　顧客定着率 向上、効 果的な販売促進 イベ ン ト、

優 良顧 客の 獲得等が 目的で あ る。デ パ ー
ト、 専門

品店、高級 ブ ラ ン ド店な どが 中心 で あ る が 、先進

的な商店街では集客率向上 、顧客定着 を主眼 と し

て ID カ
ー

ドに よる カ ウ ン トサービ ス （来店回数、

売上金額 な どに 応 じた サー ビ ス ）を採用 して い る。

　信用情報、優 良顧客発掘に 提携 ク レ ジ ッ ト会社

の データを活用す る とい っ た使 い 方 もある。

図 3　商 店街 、共 同店 舗 と LAN、　VAN 、　 POS

　 　 　 　 　 　 VAN 業 者 　　　　艱 行、ク レ ジ ッ ト ・カ ード会社

物 流 会 社 　　 　 計 算 セ ン タ
ー

家

レ ジ ャ
ー・サービ ス会社

入先 （卸 売 業 ）

情報 セ ン ター

［言武妄蓬
タ
コ

P　 C P　 C P　 C P　 C P　 C
事 　務　室

百

貨

店

化 粧 品 店 冢 具 店 靴 　　店 著 　　 店 衣 科 品 店
サービ ス

’・
　 　 　 カ ウ ン ター POS POS POS POS POS

商 店 街本 部

POS pos POS 喫 茶 店 POS す し店

宝石 店 カ メ ラ 店 文 具 店 轣 科理店

P　 C F ・ P　 C POS 　　 　　 P　 C P　 C

ス

1

バ

1←

（注） PC ＝ バ
ー

ソ ナ ル コ ン ビ ュ
ー

タ
ー、POS 二 POS 夕

一
ミナ ル シ ス テ ム
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7． 流 通情報化 へ の 課題

　（1）　 JAN コ
ー ド情報サ

ー
ビス （JlCFS ）

　小 売業、卸売業、各 VAN 会社 な ど で 重複 して

行 われ て い る商 品 コ
ー

ド （JAN コ ー ド）情報 の

収集 とそ の 入 力整備 を、
一

元的 な コ ー
ド情報サ

ー

ビ ス機関に よ り行 い 、 H 々 膨大 な作業を要する商

品 コ
ー

ドな ど の 整備 の 効率化 を図 る とと もに 、 コ

ー
ド情報 へ の ア ク セ ス の 平 等性 を確保す る 。

い わ

ゆ る JICFS 事業 の 確立 をは か る こ とが 望 まれ

る （図 4）。

  ∫AN コ
ー

ド情報の
一

元的か つ 中立 的 なサ
ー

　 ビ ス 機関の 設置 （中央 と業界 、地 域別）

  　敏速、平等、安価 なサ
ー

ビ ス の ため の サ ービ

　 ス 事業者の 育成

　（2） POS 情報サ
ー

ビス （RDS ）

　 POS 情報は 自店の み の データで は 生 きた デ
ー

タに な りに くい
。 全 国や地域の 競争す る他社 の P

OS デ
ー

タとの 比較 に よ っ て、次 の 商品仕 入や 価

格政策、広告、 PR が よ り有効 な もの とな る。こ

うした全 国、地域 の POS デ
ー

タ の 収集 ・提供の

し くみ を RDS と い うが （図 5）、こ れ こ そ、 い わ

ゆ る地 域 R ・S ・S の 基本サ ービ ス と い え よ う。

地域 R ・S ・S体 制づ くりは こ れ か ち地 域 流 通 V

AN 事業者 を中心に 活発に な るだ ろ う 。

　 POS 情報サ
ー

ビ ス に つ い て は 、利用 ・分析 の

図 4 　JiCFSの し くみ

費用 の低廉価が 必要 で ある 。 また 、 POS 情報 の

価値 ・活用 に は地 域 性 が 強 い の で 、地域 の 中小事

業者 の 合意 の も と で デ
ー

タ の機密保持 に 配慮 して

行 うこ とが望 まれ る 。

　 したが っ て 、地 域 と の つ なが りの 深 い 地域 流通

VAN など を中心に デ
ー

タ の 収集
・
分析 ・活用 を

彳于うこ とが 望 ましい 。

　広域的 なデ
ー

タ の 流通 に つ い て は機密保持 を十

分 に確保で き 、 平 等な情報 ア クセ ス シ ス テ ム を確

保 した情報セ ン タ
ー

な ど を通 じて提供 ・
入手 を行

う。
つ ま り、  地 域流通関係業者 の 合意 の 原 則、

  デ
ー

タ の ギブ ア ン ドテ イ ク の 原 則、  機密保持

の 原則が 重要で あ る。

　  　ネ ッ トワ ー
ク シ ス テ ム 標準化 の 推進 （ED

　　 I）

　新た な 流通情報 ネ ッ トワ ー クの た め の 標準化 と

して国際電子 メール 規格 な どの 客観的な条件に基

づ い た 「標準情報交換手順 」や 「標 準 ビ ジ ネ ス
・

プ ロ トコ ル 」 を制定 す る。 い わ ゆ る標準 EI） 1 の

〔幣殿 50店齲〕

小 亮 店 〔PIP ）

図 5 　 RDS の し くみ
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論 説一 流 通 VAN は都市 内 流通 シ ス テ ム の イ ン フ ラ

制 定で ある。こ れに基づ い た 標準通信 ソ フ ト、標

準端末 などの 開発 を行 い 、地域 流通 VAN を中心

に普及 を図る。
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な どの 協 力を得 て 行 う）。

  開発成果 の 普及 を図 る地 域 流通 VAN など を

　 中心 に した 地域指導 ・管理 体制の 確立 。
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